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護計画に!Itu')ようiこ生かしていくか.さま■,に患者のQOL

を目指 した縦続的な看護が課題し.L_考,tている,

A-151Teehnetium-99m Mel-CaptOaCetyltri-

と排尿時代閏 階 批 シ ン チ グ ーIJI7 (一一に

よる代用障枇 造 設 術 後 の 腎 機 能 と 代用

時耽機能の検討
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【目的】白排尿型代用餅肌造設患者の腎機能と代用勝

枇激能を Technetium199m A.11ercaptoaceけltriglycil･1e

(99mTcIMAG3)を用いたレノシンチグラフィ-と排尿

時代用謄耽シン+ I/ラ7 (-を行い.検討 した.【対象

ならびに方法ヨ対象は潜航癌で勝腕金掃除術後に代用潜

靴を道設された患者10例 (男8例.女2例)である.刀

法は 99mTc-MAG3を周いた レノシソチグラフイーと

排尿時代用勝耽,Iン+ゲラ17(一････-により代用勝耽造設術

後の腎機能と代用蹄耽機能しT)検討 した.【結果】腎機能

では18腎中16腎で正常べ･ヤーンを示した.術後 1カ月半

L')1例2腎で拡張非閉塞型を示した.排尿時代用勝耽シ

ンチグラフィ-のパタ-ソは尿流量測定のパタ…ソと一

致していた.残尿量は排尿慶と排尿前後の代用勝既部費

の RI最から言十貴できた.【結語】本検査は両機能を比

較的簡便に評価でき,代開館批造設術後患者の経過観察

に有用と思われた.

A-161進行精 巣陸将 における自家造血幹細胞

移植併用高桐巌化学墳法の検討
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我々は,新潟大学医学部泌尿器科において進行精巣腫

壕8例に対 し自家造血幹細胞移植併用高岡量化学療法を

施行 した.年齢は3才から42才までで.病期は初発例で

は m131):4例. mC:2例で,再発例の再発部位は 1

例は後腹膜.縦隔,両肺,脳で1例は後腹膜,両肺であ･-_,

た.高用最化学療法は,carb()platin1,000･-･1,600mg.､

m2,etoposide1,∝X)-1.GOOmg.:m2.eyclophosphamide

1,O-1.2g;m2 を5日間に分けて授与 した.造血幹細

305

胞移植は第8日に行い.第9日よ.'l王f,-CSF を末梢血

に用いた造血幹細胞は.自家骨髄の3,L3軌 朱櫓血幹細

胞のふ3例.日豪骨髄と末梢血幹細胞併用が2例で,拷

植 した CFLト{;M 数は 1.3-lO5-､･･1.7--106:kgであっ

た.

PR 3例,NC l例であった.骨髄機能LT)回復は,白血

球数が 1.0(湘･､ILll'Ll二になるまでTl~]かiT112Ejで,血小

板数が 5(1.0(～/Lll､Ll二になるまでlOuかlT-)27日を要 し

た.

ⅠⅠ. 一 般 演 題 B 悪性 リンパ腫

B-1)当科における悪性 リンパ腫の臨床的検
討
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当科開設以来20年間 (1975--19941にfj本歯科大学新

潟歯学部附属病院第2Lj陸外科を受診 した悪性 りンべ睦

患者は16名 卜一次症例.その他6名)で,全悪性陸揚患

者に占める割合は3.69-｡であった.一次症例10例全例が

m L で,そt-T)初発部位は節性が1)例,節外性が8例.

副鼻腔の上顎洞が2例 ,ワルダイエル輪に属する軟口蓋

が2†礼 唾液腺が耳下腺で 1例.口腔は上顎歯｢札 梗r:l

義,頓粘膜がそれぞれ1例であ一､た.病理組織学的に LSG

分煩で検討すると Diffuselこu-geCel一typeがLJl例で東

も多く.部位的には軟lj蓋,-f'T･T腺.上顎歯肉,上顎洞

例で硬tl鼠 軟口蓋であー-,,た.FollicularLynlPhomaは

1例LTl.もで la1-geCelltypeLT)頬粘膜であ-､た.

B-2ト上顎洞を原発 とす る悪性 りン.ぺ睦の 1

例
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今回我々は,化学墳法,放射 線治療に対して抵抗性の


